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１２ 角田市・丸森町 

協議会名 角田市・丸森町合併協議会 

構成市町村 角田市、伊具郡丸森町 

合併目標期日（方式） 平成 17 年 12 月 1 日（新設合併） 

新市町の名称 あぶくま市 

事務所の位置 角田市役所 

人口 面積 52,222 人（H12 国調） 420.92 平方 km（H16.10 国土地理院）

設立 解散 平成 16 年 2月 1日設立 平成 17 年 6月 30 日解散 

開催状況 平成 16 年 2月 15 日～平成 17 年 2月 10 日（計 17 回） 

会 長 角田市長 佐藤 清吉 

副会長 丸森町長 渡辺 政巳 組 織 

委 員 40 人（会長、副会長を含む。） 

事務局 
13 人体制（角田市 6人、丸森町 6人、県 1人）  

※宮城県農業共済組合連合会県南家畜診療センター角田支所内

経  過 

平成 15 年 2月 20 日 「角田市・丸森町市町村合併共同研究会」設置 

平成 15 年 12 月 5 日 
研究会は、「合併特例法の期限を意識した具体的協議、取組が進むことを期待する」と

した研究会報告書を両首長へ提出 

平成 15 年 12 月 11 日 

両市町の住民意向調査の結果、合併特例法期限内の合併協議が必要とする意見が多数。

 「合併の検討は必要である」 角田市 68.2%、丸森町 75.5% 

  このうち、「合併特例法期限内の協議は必要である」 角田市 88.9%、丸森町 87.8%

平成 16 年 1月 30 日 両市町議会で法定協議会設置議案を可決 

平成 16 年 2月 1日 法定協議会設置 

平成 17 年 2月 4日 

両市町の住民意向調査の結果、角田市で賛成多数（賛成 59.1%、反対 25.8%、分からな

い 13.0%、無効 2.1%）、丸森町で反対多数（賛成 44.4%、反対 46.1%、分からない 7.4%、

無効 2.1%） 

平成 17 年 2月 8日 丸森町長から合併協議会会長へ協議休止の申入れ 

平成 17 年 2月 24 日 
丸森町議会で、町長提案による合併協議会廃止議案を反対多数（賛成 7、反対 10）で

否決、議員提案による廃置分合議案は賛成多数（賛成 10、反対 7）で可決 

〃 丸森町長は、廃置分合以外の合併関連議案の提案や合併申請を行なわない意向を表明

平成 17 年 3月 14 日 
合併推進派の住民団体が、町長に対し住民投票の実施を求め有権者の過半数（7,342

人）の署名を提出 

平成 17 年 3月 16 日 丸森町議会は、議員提案による住民投票条例案を賛成多数（賛成 10、反対 7）で可決

平成 17 年 3月 17 日 
丸森町長は住民投票条例を町議会の再議に付し、採決の結果成立要件を満たさず廃案

に。 

平成 17 年 3月 29 日 
両市町議会に協議会廃止議案が提案され、角田市議会では賛成多数（賛成 16、反対 3）

で可決、丸森町では反対多数（賛成 7、反対 8）で否決 

平成 17 年 6月 17 日 丸森町議会で協議会廃止議案を可決 

平成 17 年 6月 20 日 角田市議会で協議会廃止議案を可決 

平成 17 年 6月 30 日 合併協議会解散 
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【総括】 

○ 平成 15 年 10 月に、法定協議会に参加する目途が立っていない市町村を対象として具体的な検討を促す

県の取組の一環として、知事が両市町の首長を訪問。その後実施された住民意向調査の結果を踏まえ、平

成 16 年 2月に法定協議会を設置 

○ 合併の是非を問う住民意向調査の結果、反対多数となった丸森町では、賛否がきっ抗していたこととあ

いまって、合併せずに自立を目指す町長と合併推進派が多数を占める議会の方向性が一致せず、廃置分合

議案が議員提案により可決される異例の事態に。 

○ 県が実施した意識調査（H17 年 9 月～10 月）結果によると、丸森町では、合併できなかった理由に住民

の気運が高まらなかった点を挙げた議会議員の多くが、その理由として合併により目が行き届かなくな

り、地域が寂れるとする懸念を挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




